
近年関心が高まるディープテック・スタートアップに

とって、競争力の源泉である「知的財産」は、事業成長

上欠かすことのできない要素です。

ディープテック・スタートアップの経営者やこれから起

業を志す研究者、さらには大学、研究機関の産学連携部

門担当者、弁理士・弁護士などの専門家を対象に、ス

タートアップの設立から、ライセンス交渉、資金調達ま

での各フェーズで押さえるべきポイントをお伝えします。(12 :30-13 :30にて個別相談を実施 )

会 場 EZOHUB SAPPORO ヒグマホール
(サツドラホールディングス株式会社 本社2階)

定 員 会場：50名 アーカイブ視聴：上限なし

「アーカイブ視聴」を希望される方も、下記フォー
ムからお申し込みいただく必要があります。1/15
（月）に視聴用URLをご案内します。

申 込
方 法

下記よりお申し込みください。
https://mm-enquete-

cnt.meti.go.jp/form/pub/hokkaido02/240112_patent_sem

セミナー当日、会場別室にて山本飛翔弁護士/弁理士、廣

田翔平弁理士との個別相談会を実施いたします。起業前、

起業後の段階を問わず、知財戦略の個別相談が可能です。

[参加希望の方 (現地参加の方のみ)]

申込フォームにて と回答ください。

※申込者多数の場合、主催者にて協議の上、決定いたします。

※対応する専門家を指定することはできません。

14:05-15:05

講 師 法律事務所amaneku 山本 飛翔 氏

研究開発に多くの時間と資金を要するディープテッ
ク・スタートアップにとって、投資家からの資金調達
は不可欠です。サイエンスの価値をビジネスに転換し
た「資金調達に繋がる知的財産」が必要とされます。

本セッションでは、特許庁主催の「 IP BASE
AWARD」知財専門家部門の奨励賞を受賞するなど、
スタートアップの知財戦略の第一人者である山本飛翔
氏に講演いただきます。

15:15-16:15

パネリスト

株式会社メカノクロス 齋藤 智久 氏

北海道大学 産学連携推進本部 天野 斉 氏

グローバル・ブレイン株式会社 廣田 翔平 氏

法律事務所amaneku 山本 飛翔 氏

ディープテック・スタートアップと、研究成果を適
切に管理する産学連携部門の間では、研究成果の社会
実装という目標は同じであるにも関わらず、立場や利
得の違いから交渉の不一致が発生しています。

本セッションでは、大学発スタートアップ経営者と
大学の産学連携部門に登壇いただき、お互いの考え方
や行動原理を紹介いただくほか、支援に関わる弁理
士・弁護士などの専門人材や支援機関が果たすべき役
割などについても、議論します。

ファシリテーター

株式会社DRIVE Incubation 藤間 恭平 氏

主 催 経済産業省北海道経済産業局

運 営 株式会社北海道二十一世紀総合研究所

※経済産業省北海道経済産業局より委託を受け、企画・運営を実施します。

協 力 STARTUP HOKKAIDO

北海道未来創造スタートアップ育成相互支援ネットワーク<HSFC>

北海道知的財産戦略本部

16:15-16:30 16:30-17:00

※会場参加者限定となります。

QRコードからもお申し込みいただけます（申込締
切：2024年1月10日(水)18:00まで）。ただし、会
場参加については、定員に達し次第受付を終了さ
せていただきます。

https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/hokkaido02/240112_patent_sem


[個人情報の取り扱いについて]

お申し込み時に記載いただいた個人情報は、経済産業省北海道経済産業局および株式会社北海道二十一世紀総合研究所の責任において適切に管理いたします。本セミ

ナーに関する諸連絡に使用するほか、経済産業省北海道経済産業局が今後実施する関連セミナーのご案内のために使用させていただく場合がございます。

本セミナーは「令和５年度 スタートアップ等の知財戦略策定アクセラレーション事業」の一環で実施しています。

株式会社DRIVE Incubation

代表取締役 [ファシリテーター]

シード向けアクセラレータープログラム「Open Network Lab HOKKAIDO」立ち上げ後、札幌市

「STARTUP CITY SAPPORO」プロジェクトの事務局長を務めるなど、これまで道内スタート

アップ約20社を支援。2022年7月に独立して株式会社DRIVE Incubationを設立後、2023年7月か

らSTARTUP HOKKAIDO実行委員会の事務局長を務める。

（株式会社北海道二十一世紀総合研究所内 担当：清家、高松、勘田）

法律事務所amaneku

代表弁護士・弁理士

弁護士になって以来、一貫してスタートアップの知財戦略支援に取り組んでおり、2020年3月に

特許庁主催の第1回「IP BASE AWARD」知財専門家部門の奨励賞を、2022年には東洋経済の

「法務部員が選ぶ弁護士ランキング」知的財産部門1位を受賞。2023年より法律事務所amaneku

を設立し、同事務所の代表弁護士に就任。

北海道大学 産学連携推進本部

副本部長/特任教授

特許庁にて特許出願の審査官・審判官として従事するとともに、知財の国際政策や活用促進施策を

担当。その他、JETROにてアセアン・インドの知財統括、AMED発足時の初代知的財産部長など

を歴任。2021年より北海道大学にて産学連携やアカデミアの知財活用を推進するとともに、2023

年4月のスタートアップ創出本部の立ち上げに尽力。

グローバル・ブレイン株式会社 Investment Group

Partner/弁理士

大手電機メーカー知財部門を経てグローバル・ブレイン株式会社に参画。大手電機メーカーでは、

半導体、AI分野、衛星測位分野などの知財戦略立案、発明発掘、国内外での特許権利化業務など

に従事。現職では、VCとして投資先スタートアップの知財戦略立案から実行まで幅広い支援に従

事。特許庁「知財アクセラレーションプログラム（IPAS）」メンター。

株式会社メカノクロス

代表取締役CEO

2008年から大手化学メーカーで、光学材料関連のR＆D、製品設計、企画を経験。海外子会社での

マネージメント業務を経て、新規事業開拓・マーケティング業務を経験。2020年から半導体材料

と医薬関連事業を行う企業で、マネージメント職として、新規事業創出にかかる業務を経験。

2023年11月に株式会社メカノクロスを設立し、CEOを務める。
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